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皿倉山から北九州市街地及び関門海峡を望む

皿倉山からの夜景【北九州市役所提供】

七重の滝（福智山登山道）

北九州自然休養林（福岡県北九州市、直
のおがた

方市、福
ふくち
智町）

【概要】
　北九州自然休養林は、北九州市、直方市、福智町に跨がる山間部に位置し、帆

ほばしらやま
柱山（488m）、

皿
さらくらやま

倉山（622m）、花
はな

尾
お さ ん

山（351m）、福
ふく

智
ち や ま

山（901m）など多くの山頂を有し、様々な場所から
眺望を楽しむことができます。市街地からのアクセスが良いため、自然探勝、登山、ハイキング、
キャンプなどのフィールドとして、多くの人々に利用されています。

【見どころ】
　北部の皿倉山は、山頂から世界文化遺産の官営八幡製鐵所がある北九州工業地帯を一望でき、
遠くは本州と九州を結ぶ関門橋や響

ひびきなだ
灘に浮かぶ島々を見渡すことができます。また、ここからの

夜景は「新日本三大夜景」の一つに選ばれています。山頂へは、山麓駅からケーブルカーとスロー
プカーを乗り継ぐと10 分程度で到着できるので、いつも多くの人で賑わっています。
　南部の福智山は、この地域の最高峰であり、頂上からの360 度の大パノラマは北部九州屈指の
景観です。南側には英

ひ こ さ ん
彦山や脊

せ ふ り さ ん
振山、東側には周

す お う な だ
防灘、西側には玄界灘を見渡すことができます。

また、七重の滝や白糸の滝を満喫できるバリエーション豊かな登山道も縦横に整備されており、
家族連れから登山上級者まで老若男女を問わず楽しむことができます。
※参考URL　北九州市観光情報サイト
　　　　　　http://www.kcta.or.jp/

【アクセス】
【公共交通機関の場合】
○皿倉山　JR 八幡駅（無料シャトルバス：10 分）→皿倉山ケーブルカー山麓駅
○福智山　平成筑豊鉄道赤池駅（福智町巡回福祉バス：約30 分）→上

あがのきょう
野峡入口バス停（徒歩：約10 分）

　　　　 →上野登山口
【車の場合】
○皿倉山　北九州都市高速 大谷出入口（約5 分）→皿倉山ケーブルカー山麓駅（市営駐車場178 台）
○福智山　九州自動車道 八幡IC（約25 分）→上野峡入口駐車場（駐車場約30 台（無料））

皿倉山ケーブルカー
http://www.sarakurayama-cablecar.co.jp/
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主
な
大
規
模
山
地
災
害
の

発
生
状
況

　
近
年
の
山
地
災
害
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、

単
一
の
災
害
に
よ
る
被
害
が
当
年
の
被
害
全

体
に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）。
例
え
ば
、
広
島
県
等
の
西
日
本
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
平
成
30
年
７
月
豪

雨
で
は
約
66
％
、
熊
本
県
等
を
中
心
に
全
国

的
な
被
害
が
発
生
し
た
令
和
２
年
７
月
豪
雨

で
は
約
84
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

線
状
降
水
帯
の
発
生
な
ど
の
近
年
の
豪
雨
の

激
甚
化
に
よ
っ
て
山
地
災
害
が
甚
大
化
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、

甚
大
な
山
地
災
害
は
全
国
ど
こ
で
も
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

大
規
模
山
地
災
害
か
ら
の

復
旧
状
況

　
こ
う
し
た
大
規
模
な
山
地
災
害
が
発
生
し

た
際
、
林
野
庁
で
は
先
ず
、
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
と
の
協
定
に
基
づ

く
人
工
衛
星
に
よ
る
緊
急
観
測
や
各
森
林
管

理
局
と
被
災
自
治
体
が
合
同
で
実
施
す
る
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
を
通
じ

て
、
被
災
状
況
を
早
期
に
把
握
し
て
い
ま
す
。

次
に
被
害
の
状
況
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
や

森
林
管
理
局
が
、
被
災
地
域
の
早
期
復
旧
に

向
け
て
災
害
復
旧
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、九
州

北
部
で
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、山
腹
崩
壊
と

と
も
に
大
量
の
流
木
が
発
生
し
ま
し
た
。福
岡

県
と
大
分
県
で
は
、１
，０
８
５
ヵ
所
で
、被
害

額
約
３
０
２
億
円
の
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま

し
た
。被
害
が
集
中
し
た
福
岡
県
朝
倉
地
区
で

は
、福
岡
県
の
要
請
を
受
け
、九
州
森
林
管
理

局
が
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
よ
る
復
旧
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　
ま
た
、こ
の
豪
雨
に
よ
る
流
木
災
害
は
、全

国
的
な
流
木
対
策
を
強
化
す
る
契
機
と
な
り

ま
し
た
。緊
急
的
・集
中
的
に
流
木
対
策
が
必

要
な
全
国
約
１
，２
０
０
ヵ
所
を
抽
出
し
、流

木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の
設
置
な
ど
の
対
策
を

実
施
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。

近年の
大規模山地災害からの

復旧状況
～治山対策の取組～

図１	 近年の山地災害の発生状況（令和３年11月15日時点）

当該年の単一の災害
北海道胆振東部地震

　平成29年7月の九州北部豪雨以降、平成30年には西日本を中心に発生した7月豪雨や北海
道胆振東部地震、令和元年には東日本台風（台風第19号）、令和２年には西日本から東日本の広
い範囲で発生した7月豪雨などのように、近年の豪雨の激甚化や地震により、大規模な山地災害
が毎年のように発生しています。これらの山地災害の被災現場は、都道府県や森林管理局により
復旧が進められています。その復旧の状況と災害を踏まえた新しい治山対策の取組を紹介します。
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平
成
30
年
７
月
豪
雨

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
停
滞
し
た
前

線
や
台
風
７
号
の
影
響
に
よ
り
、
西
日
本
を

中
心
に
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。
被

害
は
過
去
10
年
間
（
平
成
23
年
～
令
和
２

年
）
の
単
一
の
災
害
と
し
て
最
多
と
な
る

全
国
３
，０
６
８
ヵ
所
で
、
被
害
額
は
約
１
，

３
５
６
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
特
に
被
害
が

甚
大
だ
っ
た
広
島
県
東
広
島
地
区
で
は
、
広

島
県
の
要
請
に
よ
り
、
近
畿
中
国
森
林
管
理

局
が
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
徳
島
県
・
高
知
県
境
に
あ

る
吉
野
川
上
流
地
区
に
お
い
て
、
両
県
の
要

請
に
よ
り
、
四
国
森
林
管
理
局
が
本
年
度
か

ら
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
豪
雨
で
は
、
巨
石
や
土
石
流

図２	 近年の大規模山地災害の発生状況

写真１	 被災直後の様子（福岡県朝倉市）写真３	 土石流対策のための治山ダムの設置
	 （広島県東広島市）

写真２	 流木捕捉式治山ダム写真４	 ヘリコプターによる緑化工
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山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
１
８
９
ヵ
所
、
被
害

額
約
４
３
０
億
円
の
甚
大
な
山
地
災
害
と
な

り
ま
し
た
。
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
30
年
９
月
か
ら
北
海
道
庁
（
胆
振
総
合
振

興
局
森
林
室
）
に
職
員
を
派
遣
し
、
復
旧
に

関
す
る
事
務
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
（
写
真

５
）。
緊
急
に
復
旧
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る

54
ヵ
所
に
つ
い
て
は
、
災
害
関
連
緊
急
治
山

等
事
業
で
復
旧
に
取
り
組
み
、
全
て
の
事
業

が
完
了
し
ま
し
た（
写
真
６
、７
）。引
き
続
き
、

渓
流
の
土
砂
の
流
出
を
抑
制
す
る
治
山
対
策

が
計
画
的
に
進
む
よ
う
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風

　
令
和
元
年
10
月
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風

で
は
、
東
北
、
関
東
甲
信
地
域
を
中
心
に
記

録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
全
国
の
１
，３
１
１
ヵ

が
道
路
等
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
激
甚
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
土
石
流
対
策
の

た
め
の
治
山
ダ
ム
の
設
置
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
緑
化
工
を
組
み
合
わ
せ
た
復
旧
を
実

施
す
る
（
写
真
３
、４
）
と
共
に
、
治
山
施
設

の
配
置
な
ど
の
技
術
的
な
方
針
を
検
討
し
ま

し
た
。
こ
の
方
針
を
踏
ま
え
、
国
土
強
靱
化

対
策
等
に
よ
り
全
国
的
な
治
山
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

　
平
成
30
年
９
月
６
日
未
明
、
北
海
道
胆
振

地
方
中
東
部
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
．
７
の
地
震
が
発
生
し
、
厚
真
町
で
震

度
７
（
北
海
道
に
お
い
て
観
測
史
上
初
）、
安

平
町
、
む
か
わ
町
で
震
度
６
強
を
観
測
し
ま

し
た
。
特
に
揺
れ
の
大
き
か
っ
た
厚
真
町
北

部
を
中
心
に
13
㎞
四
方
の
範
囲
で
集
中
的
に

所
で
、
被
害
額
約
４
２
３
億
円
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
被
害
が
甚
大
で
あ
っ

た
宮
城
県
丸
森
町
で
は
、
平
成
14
年
に
発
生

し
た
山
火
事
跡
地
の
崩
壊
を
含
む
大
規
模
な

山
腹
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
が

東
北
、
関
東
甲
信
地
域
の
広
域
に
及
ん
だ
こ

と
か
ら
、
関
東
森
林
管
理
局
及
び
東
北
森
林

管
理
局
は
被
災
自
治
体
と
合
同
で
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
初
動
対
応
を
支

援
し
ま
し
た
（
写
真
８
）。
ま
た
、
緊
急
に
復

旧
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
１
０
７
ヵ
所
で

は
、
災
害
関
連
緊
急
治
山
等
事
業
に
よ
り
、

現
在
も
復
旧
を
進
め
て
い
ま
す
（
写
真
９
）。

令
和
２
年
７
月
豪
雨

　
令
和
２
年
７
月
３
日
か
ら
31
日
に
か
け
て

停
滞
し
た
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
西
日

本
か
ら
東
日
本
の
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
九
州
地
方
で

は
線
状
降
水
帯
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
豪
雨
に
よ
り
、
35
道
府
県
の
１
，７
５
４
ヵ

所
で
、
被
害
額
約
６
７
５
億
円
の
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
緊
急
に
復
旧
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
全
国
の
２
５
６
ヵ
所

近年の大規模山地災害からの復旧状況 ～治山対策の取組～

写真５	 復旧業務の支援の様子（北海道森林管理局）

写真７　復旧された様子

写真６	 被災直後の様子（北海道厚真町）

写真８	 ヘリコプター調査の様子（関東森林管理局）

写真９	 治山施設の完成報告会の様子
	 （宮城県丸森町子安地区）

写真11	復旧された様子 写真10	被災直後の様子
	 （熊本県小国町）
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で
、
災
害
関
連
緊
急
治
山
等
事
業
に
よ
り
現

在
も
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
10
、

11
）。
ま
た
、
特
に
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
熊
本

県
芦あ

し
き
た北

地
区
で
は
、
熊
本
県
の
要
請
に
よ
り
、

九
州
森
林
管
理
局
が
民
有
林
の
治
山
施
設
や

荒
廃
地
の
復
旧
を
直
轄
代
行
に
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
近
年
各
地
で
甚
大
な
山

地
災
害
が
相
次
ぐ
中
、
都
道
府
県
及
び
森
林

管
理
局
で
は
、
被
災
地
域
の
復
旧
復
興
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
災
害
復
旧
事

業
が
完
了
し
た
後
に
は
、
更
に
安
全
性
を
高

め
る
た
め
の
治
山
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
経
験
や
成

果
を
伝
え
る
た
め
、
森
林
管
理
局
で
は
、
治

山
施
設
の
役
割
や
森
林
の
防
災
機
能
を
子
供

た
ち
に
学
ん
で
も
ら
う
防
災
教
室
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
（
写
真
12
）。

治
山
対
策
の

新
た
な
取
組
に
つ
い
て

今
後
の
治
山
対
策
の
方
向
性

　
こ
う
し
た
災
害
の
復
旧
に
向
け
た
取
組
に

加
え
、
気
候
変
動
に
よ
る
更
な
る
豪
雨
の
激

甚
化
を
見
据
え
、
林
野
庁
で
は
、
今
後
の
治

山
対
策
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
し
た
。
有
識

者
を
交
え
た
検
討
を
経
て
、
森
林
の
土
砂
流

出
を
防
止
す
る
機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め

の
技
術
的
な
方
針
を
定
め
、
強
化
し
て
い
く

べ
き
具
体
的
な
内
容
を
整
理
し
ま
し
た
（
図

３
）。
詳
し
い
内
容
は
、
治
山
事
業
を
紹
介
す

る
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
検
討

会
の
と
り
ま
と
め
を
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

流
域
治
水
の
取
組
と
連
携
し
た

治
山
対
策

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
阿
武
隈
川
や
令

和
２
年
７
月
豪
雨
の
球
磨
川
な
ど
、
近
年
大

規
模
な
水
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
河
川
の
上

流
か
ら
下
流
ま
で
流
域
全
体
の
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
て
、
治
水
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
３
月
に
は
、

全
国
１
０
９
の
全
て
の
一
級
水
系
（
河
川
）

な
ど
に
お
い
て
、
流
域
の
関
係
者
の
協
働
に

よ
る
治
水
対
策
の
全
体
像
を
と
り
ま
と
め
た

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
策
定
・
公
表
さ

写真12	 防災教室の様子
	 （広島県東広島市、主催：近畿中国森林

管理局広島森林管理署）

図３	 強化していくべき具体的な内容
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治山施設の防災・減災効果
　今まで紹介してきたように豪雨による山地災害が頻発している中、治山施設の
防災・減災の効果が発揮された事例が確認されていますので紹介します。

れ
ま
し
た
。
林
野
庁
で
は
、
こ
の
流
域
治
水

の
取
組
と
連
携
し
て
、
河
川
の
上
流
域
で
あ

る
森
林
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
森
林

の
対
策
と
し
て
は
、
森
林
の
保
水
機
能
の
維

持
・
向
上
と
河
川
の
閉
塞
を
防
ぐ
土
砂
や
流

木
の
流
出
抑
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

技
術
的
な
方
針
に
あ
る
よ
う
に
、
保
安
林
の

間
伐
等
の
森
林
整
備
と
組
み
合
わ
せ
た
筋
工

（
※
）
等
の
設
置
（
写
真
13
）、
流
木
捕
捉
式
治

山
ダ
ム
の
設
置
、
既
存
治
山
ダ
ム
へ
の
流
木

捕
捉
機
能
の
追
加
、
渓
流
の
危
険
木
の
除
去

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
14
、15
）。

　
林
野
庁
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
被
災

地
域
の
復
旧
・
復
興
と
、
森
林
の
有
す
る
土

砂
流
出
防
止
や
洪
水
緩
和
等
の
機
能
の
維
持
・

増
進
を
通
じ
て
、
事
前
防
災
・
減
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※ 

丸
太
を
等
高
線
に
沿
っ
て
配
置
し
、
地
表

水
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
表
面
侵
食

を
防
止
す
る
工
法

近年の大規模山地災害からの復旧状況 ～治山対策の取組～

写真13	 筋工の設置の様子（静岡県）写真14　既存治山ダムの上流部に流木の捕捉機
能を追加する取組（中部森林管理局）

写真15	 渓流沿いの危険木の除去（群馬県）

治山ダムが土石流の流下エネルギーを軽減
（大分県別府市、令和３年８月大雨）

治山ダムが土砂や流木を捕捉
（青森県風間浦村、令和３年８月大雨）

治山ダムが土砂や流木を捕捉
（岐阜県下呂市、令和２年７月豪雨）

流木捕捉式治山ダムが流木や土砂を捕捉
（熊本県球磨村、令和２年７月豪雨）

治山ダムが土砂や流木を捕捉
（鹿児島県さつま町、令和３年７月大雨）

森林斜面の崩壊を防止
（長崎県長与町、令和３年８月大雨）
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森も

り林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス

TOPICS

01

　

11
月
13
日（
土
）、東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
森
林
・

林
業
に
関
心
を
持
つ
新
卒
・
転
職
・
就
職
氷
河
期
世
代

の
方
々
を
対
象
に
就
業
相
談
会「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ

ン
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」は
、林
野
庁
補
助
事
業

の
実
施
主
体
で
あ
る
全
国
森
林
組
合
連
合
会
が
、新
た

な
林
業
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
に
行
っ
て

い
る
就
業
相
談
会
で
す
。平
成
15
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た「
緑
の
雇
用
」事
業
は
、「
緑
の
雇
用
」を
通
し
て
担

い
手
と
な
っ
た
林
業
従
事
者
が
全
体
の
約
20
％
を
占

め
る
な
ど
、林
業
へ
の
新
規
就
業
者
数
の
増
加
に
よ
り

日
本
の
林
業
の
未
来
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
９
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
の
を
皮
切

り
に
、福
岡
・
大
阪
・
東
京
の
４
都
市
で
順
次
開
催
さ

れ
、多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、都
道

府
県
ご
と
に
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、現
地
で
の
生
活
や

林
業
に
関
す
る
情
報
、就
業
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
の

説
明
や
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の

開
催
を
考
慮
し
、来
場
は
事
前
予
約
制
に
す
る
こ
と
で

密
を
避
け
、衝
立
や
体
温
測
定
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
な
ど
を

導
入
す
る
こ
と
で
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
ま
し
た
。

総合相談ブース
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先
輩
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の
就
業
の
経
緯
や
抱
負
な
ど
の
発
表

千
葉
県
森
林
組
合　

味
岡 

文
彦 

さ
ん

　

元
々
は
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、昔
か

ら
第
一
次
産
業
に
興
味
が
あ
り
、林
業
を
や
っ
て
み
た
い
と
い

う
思
い
が
年
々
強
く
な
り
転
職
を
決
意
し
ま
し
た
。千
葉
出
身

の
た
め
地
元
で
働
き
た
い
と
思
い
、千
葉
県
森
林
組
合
連
合
会

が
主
催
す
る
林
業
の
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。講
習
会
で
は

実
際
に
山
で
働
く
人
の
様
子
を
見
て
、さ
ら
に
興
味
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、挑
戦
し
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

二
年
目
を
迎
え
た
今
、収
入
面
で
は
前
職
よ
り
も
減
り
ま
し

た
が
、そ
の
分
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
、林
業
に
従
事
し
た
こ
と

に
よ
る
生
活
面
で
の
不
便
は
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。今

後
は
林
業
に
携
わ
る
仕
事
を
も
っ
と
学
ぶ
と
と
も
に
、現
場
だ

け
で
な
く
山
を
管
理
す
る
側
の
仕
事
も
で
き
る
よ
う
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場
協
同
組
合　

松
瀬 

乃
彩 

さ
ん

　

農
業
高
校
出
身
の
私
は
、在
学
中
か
ら
山
で
働
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
。卒
業
後
は
、若
手
の
林
業
従
事
者
の
教
育
機

関
で
あ
る
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
ま
し

た
。今
の
職
場
に
就
職
を
決
め
た
の
は
、班
長
を
は
じ
め
と
す
る

作
業
班
の
方
々
の
年
齢
が
若
く
、話
し
や
す
い
雰
囲
気
だ
っ
た

か
ら
で
す
。ま
た
、現
場
で
働
け
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
隣
接
し

て
い
る
市
場
で
働
け
る
点
も
魅
力
的
で
し
た
。

　

林
業
の
仕
事
を
始
め
て
５
カ
月
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
難
し
さ
や
安
全
対
策
の
大
切
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
大
変
さ
も
あ
り
ま
す
が
、優
し
く
声
を
か
け
て
く

れ
る
先
輩
方
や
丁
寧
な
指
導
を
し
て
く
れ
る
班
長
の
お
陰
で
自

分
自
身
の
成
長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。実
際
に
山
で
働
く
女
性

は
私
一
人
で
す
が
、働
き
や
す
い
職
場
で
安
心
し
て
仕
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

有
限
会
社
山
一
園　

唐
鎌 

泰
紀 

さ
ん

　

私
は
土
木
や
建
築
系
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
、造
園
の
会
社

に
勤
め
た
後
、造
園
と
林
業
を
兼
業
し
て
い
る
家
業
に
戻
り
ま

し
た
。最
近
は
、全
国
的
に
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
ナ
ラ
枯

れ
を
食
い
止
め
る
仕
事
に
注
力
し
て
い
ま
す
。林
業
の
魅
力
は
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
自
分
の
思
い
描
い
た
よ
う
に
木
を
伐
る
こ
と

が
で
き
た
と
き
の
満
足
感
で
す
。ま
た
時
間
に
余
裕
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
仕
事
な
の
で
、自
分
の
時
間
を
確
保
で
き
て
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
楽
し
め
る
の
も
林
業
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

林
業
に
は
我
流
が
通
じ
ま
せ
ん
。会
社
の
指
示
や
親
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
っ
か
り
聞
き
、自
身
で
考
え
て
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、林
業
は
ア
ウ
ト
ド
ア
や
自
給
自
足

な
ど
生
活
面
に
直
結
す
る
仕
事
の
た
め
、仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
充
実
さ
せ
た
い
方
に
は
と
て
も
お
す
す
め
の
職
場
で
す
。

東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場
協
同
組
合　

杉
山 

珠
凪 

さ
ん

　

私
は
工
業
高
校
を
卒
業
し
、ベ
ッ
ド
の
製
造
工
場
で
４
年
間

働
い
て
い
ま
し
た
。林
業
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、映
画

『
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ	

Ｊ
Ｏ
Ｂ
！
』で
す
。そ
れ
ま
で
林
業
と
い
う
職
業
を

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ア
ウ
ト
ド
ア
が
趣
味
だ
っ
た
私
は
自

然
の
中
で
働
け
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。そ
の
後
、一
念

発
起
し
、給
付
金
を
も
ら
い
な
が
ら
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ

デ
ミ
ー
に
入
学
し
ま
し
た
。実
習
の
中
で
、田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ

て
い
た
私
に
と
っ
て
理
想
的
な
岐
阜
県
白
川
町
に
あ
る
今
の
職

場
と
出
会
い
、親
方
の
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
木
を
伐
る
と
い
う

仕
事
の
姿
勢
に
惹
か
れ
、移
住
を
決
め
ま
し
た
。

　

林
業
は
、危
険
で
き
つ
い
仕
事
で
す
が
、間
伐
な
ど
の
環
境
保

全
を
通
し
て
、そ
の
地
域
で
生
活
す
る
人
々
の
暮
ら
し
を
守
っ

て
い
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
楽
し
い
仕
事
で
す

WEB相談の様子 千葉県ブース



10林野   2021.12 No.177

第
60
回
農
林
水
産
祭

　

農
林
水
産
祭
は
、国
民
の
皆
さ
ん
に
農
林
水
産

業
と
食
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、農
林
水
産
業
者
の
皆
さ
ん
に
技
術
改
善

及
び
経
営
発
展
の
意
欲
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、農
林
水
産
省
と
公
益
財
団
法
人
日
本
農
林
漁

業
振
興
会
が
共
催
し
て
、昭
和
37
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、今
年
で
60
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
祭
で
は
、農
林
水
産
業
の
発
展
に
寄

与
し
た
と
し
て
、過
去
１
年
間
に
開
催
さ
れ
た
農

林
水
産
祭
に
参
加
の
表
彰
行
事
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
中
か
ら
、天
皇
杯
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
及
び
日
本
農
林
漁
業
振
興
会

会
長
賞
を
選
考
し
、表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、林
産
部
門
で
は
53
件
を
対
象
に
書
類
審

査
、現
地
調
査
を
行
い
、天
皇
杯
に
山
長
林
業
株

式
会
社
・
株
式
会
社
山
長
商
店（
和
歌
山
県
田
辺

市
）、内
閣
総
理
大
臣
賞
に
大
森
茂
男
氏（
岩
手
県

二
戸
市
）、日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
に
杉

本
英
夫
氏
・
淑
美
氏（
夫
婦
で
の
受
賞
）（
福
井
県

福
井
市
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

高
品
質
な
紀
州
無
垢
材
の
持
続
的
な

一
貫
供
給
体
制
を
築
き
上
げ
た
１
０
０
年
企
業

　

山
長
林
業
株
式
会
社
・
株
式
会
社
山
長
商
店
は
、江
戸
～
大
正
時
代
に
か
け
て
木
炭
問

屋
と
し
て
林
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
が
、戦
後
は
大
規
模
な
拡
大
造
林
を
行
う
と
と
も
に

製
材
業
に
着
手
し
ま
し
た
。平
成
に
入
る
と
、木
造
建
築
の
工
法
の
変
化
に
即
し
て
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
を
新
設
し
、更
な
る
事
業
拡
大
を
図
っ
た
結
果
、良
質
な
紀
州
無
垢
材
の
生

産
を
行
う
従
業
員
１
０
０
名
規
模
の
企
業
へ
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

山
長
林
業
株
式
会
社
は
、約
6
千
ha
の
経
営
林
を
核
と
し
て
、周
辺
の
小
規
模
な
森
林

所
有
者
と
共
同
に
よ
る
森
林
経
営
計
画
の
樹
立
を
推
進
す
る
こ
と
で
、地
域
の
山
林
を
集

約
管
理
し
、長
年
積
み
重
ね
て
き
た
育
林
技
術
を
用
い
て
通
直
完
満
な
良
質
材
を
生
産

す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。ま
た
、代
表
の
榎
本
長
治
氏
は「
架
線
集
材
の
低
コ
ス
ト

化
・
省
力
化
技
術
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
、集
材
の
無
線
化
や
自
動
化
に
も
繋
が
る
油
圧
式

集
材
機
の
開
発
に
取
り
組
み
、架
線
集
材
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、株
式
会
社
山
長
商
店
は
、伐
り
出
さ
れ
た
良
質
材
か
ら
柱
材
や
横
架
材
を
生

産
し
、寸
法
安
定
性
や
強
度
な
ど
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
よ
り
も
厳
し
い
自
社
基
準
を
通
過
し
た
高

品
質
プ
レ
カ
ッ
ト
無
垢
製
材
品
を
首
都
圏
の
工
務
店
に
直
接
供
給
す
る
こ
と
で
、建
築
用

材
の
高
付
加
価
値
化
を
実
現
し
ま
し
た
。ま
た
、令
和
３
年
に
は
、Ｂ
材
や
虫
害
材
を
活
用

す
る
新
工
場
を
稼
働
さ
せ
、地
域
材
の
有
効
利
用
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
森
づ
く
り
か
ら
家
づ
く
り
ま
で
を
一
気
通
貫
で
行
い
、山
元
の
収
益
向
上
を

図
る
経
営
手
法
は
、全
国
各
地
か
ら
年
間
約
50
組
も
の
林
業
関
係
者
や
工
務
店
が
視
察
に

訪
れ
る
理
想
の
経
営
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
皇
杯
　
山
長
林
業
株
式
会
社
・
株
式
会
社
山
長
商
店（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

TOPICS

02

社員集合写真 社有林の林内風景
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積
雪
寒
冷
地
域
の
再
造
林
を
支
え

る
た
め
に
独
自
技
術
で
発
展
し
続

け
る
苗
木
生
産

　

平
成
11
年
度
第
38
回
農
林
水
産
祭
で
日
本

農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
大
森

茂
男
氏
は
、受
賞
後
も
新
設
備
や
コ
ン
テ
ナ
苗

生
産
の
導
入
に
取
り
組
み
生
産
規
模
を
更
に

拡
大
し
た
結
果
、岩
手
県
の
苗
木
供
給
の
半
分

程
度
を
占
め
る
県
内
最
大
の
苗
木
生
産
者
へ

と
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

造
林
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
た
め
、苗
を
保

冷
し
出
荷
時
期
を
調
整
、気
候
条
件
等
を
考
慮

し
た
育
苗
の
管
理
、施
肥
を
適
正
に
管
理
し
た

耐
寒
性
苗
の
生
産
の
ほ
か
、コ
ン
テ
ナ
苗
の
生

産
施
設
や
保
冷
庫
の
導
入
、コ
ン
テ
ナ
苗
の
雪

中
置
き
に
よ
る
育
苗
作
業
期
間
の
拡
大
な
ど
、

独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
様
々
な
技
術
開
発
に
取

り
組
み
、そ
れ
ら
の
技
術
を
全
国
各
地
の
苗

木
生
産
者
や
研
究
機
関
に
普
及
す
る
取
組
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
女
性
や
障
害
者
を
積
極
的
に
雇

用
す
る
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て

お
り
、引
き
続
き
、再
造
林
を
下
支
え
す
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
伝
統
文
化
の
継
承
の
た
め

夫
婦
二
人
三
脚
で
取
り
組
む
複
合

的
林
業
経
営

　

杉
本
英
夫
氏
は
、高
校
卒
業
後
福
井
県
内
で

製
造
業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、淑
美
氏
と

の
結
婚
後
、淑
美
氏
の
実
家
の
家
業
で
あ
る
農

林
業
を
承
継
し
ま
し
た
。ス
ギ
林
の
管
理
を
は

じ
め
、製
炭
、養
蚕
、し
い
た
け
生
産
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
作
業
を
夫
婦
二
人
三
脚
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

木
炭
生
産
量
は
平
成
28
年
に
は
県
内
１
位

と
な
る
ま
で
に
増
加
し
、茶
の
湯
に
必
要
な
美

し
い
菊
炭
や
、刀
鍛
冶
に
不
可
欠
な
松
炭
の
生

産
に
取
り
組
む
な
ど
、日
本
の
伝
統
文
化
の
継

承
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た
、北
陸
唯
一
の

養
蚕
農
家
と
し
て
、日
本
の
在
来
種「
小
石
丸
」

を
原
種
と
す
る「
玉
小
石
」を
飼
育
し
、繭
を
県

内
の
機
織
り
職
人
に
納
入
す
る
な
ど
、地
域
の

需
要
に
応
じ
た
品
目
の
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

広
葉
樹
林
の
資
源
調
査
へ
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
や
バ
イ
オ
炭
の
試
験
研
究
に
も
協
力
し
て

お
り
、今
後
も
複
合
的
林
業
経
営
の
先
駆
者
と

し
て
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
賞
　
大
森 

茂
男
氏（
岩
手
県
二
戸
市
）

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
　
杉
本 

英
夫
氏
・
淑
美
氏（
福
井
県
福
井
市
）

大森氏が設計した苗木保冷庫 大森茂男氏

原木しいたけ栽培 杉本英夫氏・淑美氏
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鳥取市
八頭町

若桜町

智頭町
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

鳥
取
県
千
代
川
流
域
地
域
の
概
要

　

当
地
域
は
、
鳥
取
県
東
部
の
１
市
４
町
（
鳥
取
市
、

若わ
か
さ
ち
ょ
う

桜
町
、
岩い
わ
み
ち
ょ
う

美
町
、
智ち
づ
ち
ょ
う

頭
町
、
八や
ず
ち
ょ
う

頭
町
）
で
構
成
さ
れ
、
森

林
面
積
約
１
２
０
，８
７
１
ha
、
森
林
率
80
％
の
豊
か
な
山
林

を
持
つ
地
域
で
す
。
特
に
「
智
頭
杉
」
の
生
産
地
で
あ
る
智

頭
町
や
若
桜
町
は
、
日
本
有
数
の
歴
史
あ
る
林
業
地
と
し
て
、

全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
製
材
工
場
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
な
ど
の
原
木
需
要

が
増
加
す
る
一
方
、
伐
採
地
が
奥
地
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

素
材
生
産
量
の
増
加
と
低
コ
ス
ト
化
、
そ
の
た
め
の
人
材
確

保
な
ど
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
の
概
要

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
内
の
３
つ
の
森

林
組
合
、
７
社
の
製
材
・
加
工
事
業
者
、
行
政
が
参
画
し
て
、

①
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
主
伐
と
再
造
林

の
推
進
、
③
木
材
利
用
の
推
進
、
④
人
材
育
成
の
４
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
成
る
地
域
構
想
を
作
成
し
、
平
成
30

年
度
か
ら
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
と
主
な
取
組

①
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進

に
向
け
た
条
件
整
備
や
森
林
資
源
調
査
、
林
業
事
業
体
の
生

鳥
取
県
千
代
川
流
域
地
域

素
材
生
産
量
の
増
加
と
低
コ
ス
ト
化
、

人
材
の
確
保
の
取
組
に
よ
る
地
方
創
生
の
実
現

ドローンレーザ調査

導入された高性能林業機械

千代川流域森林フォーラムの様子
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が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
森
林
所
有
者
か
ら
主
伐

後
の
再
造
林
に
対
す
る
要
望
が
増
え
、
造
林
面
積
が
毎
年
増

加
し
て
い
ま
す
。

③
木
材
利
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地
域
内
で
生
産
さ
れ
た
原
木

の
川
下
側
へ
の
安
定
的
な
供
給
、
木
材
製
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の

強
化
等
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
木
材
加
工
施
設
で
の
機
械
導
入
、
木
材
輸

出
に
係
る
先
進
地
調
査
や
韓
国
等
へ
の
販
路
拡
大
調
査
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
関
す
る
研
究
会
の
開
催
、
木
造
公
共
施

設
の
整
備
に
よ
る
地
域
材
の
Ｐ
Ｒ
、
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実

施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

④
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地
域
の
林
業
の
担
い
手
を
確

森
林
所
有
者

助
成
（
再
造
林

21
万
円

/ha
な
ど
）

保
し
、
多
様
な
知
識
・
技
術
や
専
門
的
な
能
力
の
習
得
を
図
り
、

地
域
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
に
は
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
森
の
し
ご
と
転
職
・

新
卒
フ
ェ
ア
」
に
出
展
し
、
地
域
の
森
林
・
林
業
や
山
村
で

の
生
活
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
当
地
域
で
は
引
き
続
き
、
川
上
か
ら
川
下
の
関
係
者
が
連

携
・
協
力
し
て
、
素
材
生
産
量
の
増
加
を
図
り
な
が
ら
地
域

の
雇
用
を
創
出
し
、
林
業
の
成
長
産
業
化
と
地
方
創
生
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
性
向
上
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
平
成
31
年
４
月
に
若
桜
町
が
森
林
づ
く
り
条

例
を
制
定
し
た
ほ
か
、
鳥
取
市
、
八
頭
町
、
智
頭
町
が
林
業

施
策
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
意
向
調

査
の
実
施
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
モ
デ
ル
地
区
で
の
ド
ロ
ー

ン
レ
ー
ザ
調
査
、
事
業
体
に
お
け
る
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

②
主
伐
再
造
林
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
森
林
資
源
の
平
準
化
を
行
い

な
が
ら
持
続
的
な
森
林
経
営
を
行
う
た
め
、
県
内
の
素
材
生

産
者
と
需
要
者
が
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
主
伐
と
再
造
林
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
３
月
に
、
林
業
・
木
材
産
業
や
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
関
係
者
が
連
携
し
て
「
鳥
取
県
森
林
づ
く
り
基
金
」
を

創
設
し
、
負
担
金
を
出
し
合
い
植
栽
経
費
を
助
成
す
る
取
組

鳥取県森林づくり基金の概念図

木材輸出に係る先進地調査

木材加工施設で導入された加工機械

木造公共施設（富沢コミュニティセンター
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日本森林学会による

日本森林学会　林業遺産選定委員会委員長　京都大学　深
ふかまち

町加
か つ え

津枝

　
湯
野
風
穴
種
子
貯
蔵
施
設
は
、
林
野
庁
の

福
島
森
林
管
理
署
が
管
理
す
る
茂も
に
わ庭
国
有
林

内（
福
島
県
福
島
市
飯
坂
町
湯
野
）に
あ
る
遺

構
で
す
。
遺
構
は
流
り
ゅ
う
も
ん
が
ん

紋
岩
崖が

い
す
い錐

斜
面
の
下
部

に
位
置
し
、
地
元
の
石
材
で
あ
る
流
紋
岩
転

石
で
つ
く
ら
れ
た
空
石
積
構
造
で
あ
り
、
外

側
が
12
ｍ
×
８
ｍ
の
長
方
形
、
風
穴
内
部
は

30
㎡（
10
ｍ
×
３
ｍ
）の
広
さ
、
高
さ
は
２
ｍ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
25
年
９
月
に
作
成

さ
れ
た
福
島
森
林
管
理
署
の
資
料
に
は
、「
総

９
坪
の
風
穴
庫
に
し
て
年
平
均
気
温
６
～
７

度
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
風

穴
施
設
は
、
壁
面
が
石
積
で
あ
っ
て
も
天
井

や
屋
根
は
木
構
造
で
す
が
、
湯
野
風
穴
は
天

井
部
分
ま
で
が
ア
ー
チ
型
の
空
石
積
と
な
っ

て
お
り
、石
積
技
術
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
大
正
６
年
の
農
商
務
省「
蚕
業
取
締
成
績
」

と
い
う
資
料
を
見
る
と
、「
角
間
風
穴
蚕
種
冷

蔵
所（
福
島
県
伊
達
郡
湯
野
村
、冷
蔵
業
者 

菅

野
宇
市
郎
）」と
記
載
さ
れ
て
お
り
、こ
の
風

穴
が
蚕
種
貯
蔵
用
に
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
風
穴
に
よ
る
低
温
環
境
で
、

蚕
種
な
ど
の
発
芽
力
を
低
下
さ
せ
な
い
貯
蔵

が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、電

気
冷
蔵
庫
が
普
及
し
、大
正
期
半
ば
か
ら
こ
う

し
た
蚕
種
貯
蔵
が
衰
退
し
、
昭
和
初
期
以
降

は
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
戦
後
に
な
る
と
、
戦
時
中
に
荒
廃
し
た
国

土
の
保
全
や
森
林
資
源
の
造
成
を
行
う
た
め
、

国
レ
ベ
ル
で
の
積
極
的
な
植
林
政
策
が
始
ま

第 回

湯野風穴種子貯蔵施設の外部
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り
ま
し
た
。
植
林
事
業
を
継
続
的
に
行
う
に

は
、
採
取
か
ら
蒔
き
付
け
ま
で
種
子
を
適
切

に
保
存
し
、
優
良
な
種
子
と
し
て
安
定
的
に

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
種
子

生
産
に
は
豊
凶
が
あ
る
た
め
、
凶
作
年
に
も

種
子
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
豊
年
に

採
取
し
た
種
子
を
長
く
貯
蔵
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
苗
木
生
産
量
が
急
速
に
拡

大
し
た
た
め
、
国
有
林
で
は
効
率
的
な
種
苗

事
業
と
し
て
、
ス
ギ
な
ど
の
種
子
を
大
量
に

貯
蔵
で
き
る
風
穴
を
再
び
利
用
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
風
穴
は
、
斜
面
上
部
の
冷
気

が
崖
錐
斜
面
の
転
石
内
を
降
下
し
、
風
穴
石

積
内
に
流
れ
込
み
、
外
気
よ
り
も
低
い
室
温

が
維
持
さ
れ
、
こ
う
し
た
条
件
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
湯
野
風
穴
種
子
貯
蔵
施
設
は
、
茂
庭
国
有

林
内
に
あ
っ
た
蚕
種
貯
蔵
風
穴
跡
を
昭
和
24

年
頃
よ
り
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和

42
年
ま
で
使
わ
れ
ま
し
た
。
施
設
が
使
わ
れ

て
い
た
時
に
は
、
風
穴
内
に
多
数
の
種
子
貯

蔵
容
器
が
置
か
れ
る
と
共
に
、
風
穴
の
上
に

は
杉
皮
葺
き
の
木
造
屋
根
が
設
置
さ
れ
、
雨

水
が
内
部
に
侵
入
す
る
の
を
防
い
で
い
ま
し

た
。
現
在
も
施
設
内
に
は
冷
風
が
吹
き
出
し

て
低
温
状
態
が
維
持
さ
れ
、
種
子
の
貯
蔵
環

境
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
種
子
貯

蔵
容
器
の
一
部
が
残
さ
れ
て
お
り
、
福
島
営

林
署（
現
在
の
福
島
森
林
管
理
署
）を
は
じ
め
、

福
島
県
中
通
り
地
区
の
郡
山
、
石
川
、
浜
通

り
地
区
の
勿
来
、
白
河
営
林
署
や
会
津
地
区

の
喜
多
方
営
林
署
か
ら
の
種
子
が
こ
の
施
設

に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
偲
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
現
在
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
施
設
内

部
へ
の
一
般
入
場
は
制
限
し
て
い
ま
す
が
、

外
部
は
見
学
可
能
で
あ
り
、
解
説
板
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
谷
沿
い
の
歩
道
に
は
、
施

設
が
利
用
さ
れ
た
頃
に
遡
る
と
推
定
さ
れ
る

石
積
み
も
残
っ
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
、
コ

ナ
ラ
、
ホ
オ
ノ
キ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
な
ど
の

多
様
な
落
葉
広
葉
樹
が
分
布
し
、
歩
道
を
歩

き
な
が
ら
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
福
島
森
林
管
理
署
の
地
域
林
政
調
整
官
で

あ
る
坂
本
英
男
さ
ん
は
、「
湯
野
風
穴
の
ア
ー

チ
型
石
積
構
造
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
の
時
に
も
崩
壊
す
る
こ
と
な
く
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
堅
牢
な
施

設
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
人
の
知
恵
や
技

術
と
し
て
、
ま
た
学
術
的
な
観
点
か
ら
の
知

見
を
蓄
積
す
る
な
ど
し
て
、
こ
の
遺
構
の
価

値
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

思
い
を
込
め
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
戦
後

の
種
苗
供
給
が
急
務
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
拡

大
造
林
期
に
お
い
て
、
福
島
県
内
の
林
業
を

支
え
た
湯
野
風
穴
種
子
貯
蔵
施
設
。
こ
の
遺

構
か
ら
は
林
業
遺
産
と
し
て
の
様
々
な
価
値
、

そ
し
て
周
辺
の
環
境
や
人
と
の
深
い
つ
な
が

り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
湯
野
風
穴
種

子
貯
蔵
施
設
は
、
今
も
森
の
中
で
、
静
か
に

長
く
激
動
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
の
で
す
。

種子貯蔵容器出入口部分内側

周辺の落葉広葉樹林

アーチ型の空石積の天井

杉皮葺きの木造屋根

内部に設置されていた木製棚

高い技術の石積

解説板
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山
を
治
め
、山
地
災
害
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
を
守
る

治
山
事
業

関
東
森
林
管
理
局	

上
越
森
林
管
理
署

は
じ
め
に

　
上
越
森
林
管
理
署
管
内
で
は
、
焼
山
噴
火

災
害
（
昭
和
49
年
７
月
）、
５
・
18
妙
高
高
原

地
す
べ
り
災
害
（
昭
和
53
年
５
月
）
等
の
大

規
模
な
山
地
災
害
が
繰
り
返
し
発
生
し
ま
し

た
。
当
署
で
は
、
特
に
こ
の
よ
う
な
山
地
災

害
か
ら
人
命
・
財
産
を
保
全
す
る
た
め
の
直

轄
治
山
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
糸
魚
川
市
の
小
滝
川
上
流
に

お
け
る
国
有
林
野
で
の
治
山
事
業
と
、
上
越

市
及
び
十
日
町
市
の
民
有
林
に
お
け
る
治
山

事
業
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

国
有
林
野
で
の
治
山
事
業

　
令
和
元
年
６
月
、
姫
川
水
系
の
小
滝
川
上

流
の
国
有
林
野
に
お
け
る
大
規
模
な
山
腹
崩

壊
に
よ
り
、
多
量
の
濁
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
崩
壊
は
、
急
峻
で
崩
れ
や
す
い
地
形
・

　上越森林管理署は、新潟
県南西部に位置し、上越市、
妙
みょうこう

高市及び糸
い と い が わ

魚川市の３市に
所在する国有林野約３万６千
ha を管理経営しています。そ
の多くは関川、姫川等の河川
源流域に分布し、山地災害の
防止、水源の涵

かん
養等重要な役

割を果たしています。
　また、管内の国有林野の約 51％は、妙高戸隠連山国立公園に指定され、日本百名山の妙高山・
火打山・高妻山・雨

あまかざりやま
飾山をはじめ、県内最高峰の小

こ れ ん げ さ ん
蓮華山等多くの名山があります。管内では

5 か所、約 3,600ha をレクリエーションの森に設定しており、四季折々の中で森林浴、登山、
ハイキング、スキー・スノーボード等の場として広く利用されています。

地
質
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
例
年
よ
り
多
雪

で
融
雪
水
が
増
え
た
こ
と
等
が
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
署
で
は
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ

た
「
小
滝
川
上
流
崩
壊
地
対
策
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
同
年
11
月
か
ら
同
委
員
会
委
員

等
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
崩
壊
地
の

復
旧
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
は
、
標
高
約
１
，２
０
０
～
１
，

５
０
０
ｍ
の
奥
地
に
位
置
し
、
道
路
が
通
じ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
割わ

り
ぐ
り栗

石
を
詰
め
た

袋
（
直
径
約
２
．４
ｍ
、
重
量
約
２
．４
ｔ
）

を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
搬
し
、
崩
壊
地
に
設

置
す
る
「
袋
型
石
詰
筋
工
」
を
施
工
し
、
表

層
地
盤
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
（
写
真

１
）。

　
今
年
度
は
、
崩
壊
地
の
緑
化
を
促
進
す
る

た
め
の
緑
化
工
も
行
い
ま
し
た
。
緑
化
工
で

は
、
希
少
な
高
山
植
物
の
生
態
系
を
維
持
保

全
す
る
観
点
か
ら
、
現
地
近
隣
で
採
取
し
た

ヤ
ナ
ギ
の
枝
を
赤
玉
土
入
り
の
麻
袋
に
固
定

し
て
投
下
す
る
と
と
も
に
、
崩
壊
地
周
辺
の

既
存
植
生
か
ら
自
然
侵
入
を
促
す
有
機
性
肥

群馬県

埼玉県

東京都

神奈川県

滋賀県
京都府

三重県
奈良県

大阪府

和歌山県

栃木県

福島県

山形県

長野県富山県

石川県

福井県

岐阜県

愛知県 静岡県

山梨県

新潟県
上越森林管理署

焼山
雨飾山

火打山

妙高山

小蓮華山
白馬岳

朝日岳
犬ヶ岳

取 組
国有林野事業の

管内概要

所 在 地 新潟県上越市大道福田 555 番地

３市区域面積  216,568  ha
うち森林面積  152,575  ha
うち国有林野  35,562  ha
関 係 自 治 体 上越市、妙高市、糸魚川市、十日町市

基礎
データ
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明
治
40
年
以
降
断
続
的
に
地
す
べ
り
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
（
写
真
３
）。
上
越
市
内
で
は

６
区
域
に
お
い
て
施
工
し
、
令
和
２
年
度
末

で
２
区
域
が
完
成
、
十
日
町
市
内
で
は
５
区

域
の
う
ち
３
区
域
が
完
成
し
、
完
成
後
は
順

次
新
潟
県
へ
移
管
し
て
い
ま
す
（
写
真
４
）。

　
現
在
、
上
越
市
内
で
４
区
域
、
十
日
町
市

内
で
２
区
域
の
計
６
区
域
２
，０
２
２
ha
に
お

い
て
施
工
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
計
画
的

に
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
管
内
で
治
山
事
業
を
実
施
し
て
い
る
箇
所

は
、火
山
活
動
の
影
響
を
受
け
た
標
高
２
千
ｍ

前
後
の
高
地
や
豪
雪
を
伴
う
地
す
べ
り
地
帯

で
す
。
気
象
条
件
等
も
厳
し
く
、
施
工
に
は

困
難
を
伴
い
ま
す
が
、
地
元
か
ら
の
要
望
や

現
地
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
現
地
に
最
も
適

し
た
効
果
的
な
工
法
を
選
択
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
山
を
治
め
、
山
地
災
害
か
ら
人

命
・
財
産
を
保
全
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

注
： 

民
有
林
に
お
い
て
行
う
地
す
べ
り
防
止

工
事
の
う
ち
、
規
模
が
著
し
く
大
き
い

場
合
等
、
国
土
の
保
全
上
特
に
重
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
地
す
べ

り
等
防
止
法
に
基
づ
き
、
国
が
都
道
府

県
に
代
わ
っ
て
地
す
べ
り
防
止
工
事
を

行
う
も
の
。

料
の
散
布
も
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

民
有
林
で
の
直
轄
治
山
事
業

（
地
す
べ
り
防
止
事
業
）

　
当
署
で
は
、
地
す
べ
り
か
ら
地
域
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら

頸く
び
き城
地
区
（
旧
安
塚
町
、
旧
松
之
山
町
、
旧

牧
村
内
の
地
す
べ
り
防
止
区
域
）
に
お
い
て

民
有
林
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
（
注
）
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
上
越
市
及
び
十

日
町
市
の
計
11
区
域
で
施
工
し
て
き
ま
し
た
。

　
頸
城
地
区
一
帯
は
、
新
第
三
紀
層
地
す
べ

り
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、
近
代
以
降
で
は
、

写真 2 写真 1

写真 3

写真 4

緑化工の施工箇所 袋型石詰筋工の施工状況

地すべり災害の状況（平成17年 8月）

現在の状況（令和３年８月）
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　林野庁では、これまで木材需給、木材価格、木材産業の動向などに関するデータを調査・分析し、HP等でそれぞれ個
別に公表していましたが、これらのデータを「一元的に」かつ「より早く」林業・木材産業に関係する方々にお届けし、
事業活動に役立てていただけるよう、「モクレポ～林産物に関するマンスリーレポート～」を創刊しました。
　今後は、木材・木材製品、特用林産に関する最新の統計データや、林野庁の施策に関するトピックス、セミナー・イベ
ントの情報などを取りまとめ、毎月中旬に公表しますので、是非ご活用ください。

TOPICS

03 
「モクレポ～林産物に関するマンスリーレポート～」

～木材需給、木材価格、木材産業の動向等を毎月お届けします～

目次 内容

特集 毎月のトピックスを掲載

1 基礎的指標
新設住宅着工戸数、木材産業の業況、USドル及びユーロ為替相場、米国民間
新設住宅着工戸数、日本向けコンテナ運賃など

2 木材価格情報 スギ・ヒノキ原木の主要市場価格、木材価格、製品価格

3 木材需給情報
需要量・供給量・自給率の動向、製材・合板・チップ工場の原木入荷、製品生産
等の動向など

4 林産物輸出⼊情報 林産物輸出額、木材輸入額・輸入量、製材・構造用集成材の輸入平均単価

5 特⽤林産情報
特用林産物の国内生産量・林業産出額・輸出入量・輸出額、きのこ類の卸売量・
価格

6 セミナー・イベント情報 林野庁が主催・後援するセミナーやイベントについて紹介
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ミ ス 日 本 み ど り の 女 神

小
こ ば や し

林 優
ゆ う き

希

　　

越
え
て
街
に
入
っ
て
く
る
津
波
の
勢
い
を
弱
め
、

車
や
建
物
な
ど
が
海
に
流
れ
出
て
し
ま
う
の
を
堰

き
止
め
る
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

　

街
を
襲
っ
た
大
海
原
を
目
の
前
に
し
た
私
は
、

森
林
が
生
活
に
も
た
ら
す
恩
恵
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、恩
恵
を
受
け
る
た
め
に
豊
か
な
森
林
を

作
っ
て
い
く
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

改
め
て
思
う
と
同
時
に
、そ
う
し
た
こ
と
を
今
後

も
広
め
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
11
月

　

豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、福
島
県
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。11
月
中
旬
に

は
大
分
県
で
、２
０
２
２
年
に
開
催
予
定
の
第
45

回
全
国
育
樹
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。私
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、現
地
の
緑
の
少
年
団
と
共
に
豊
後
大
野
の

山
に
植
樹
を
し
ま
し
た
。子
供
た
ち
が
緑
と
触
れ

合
っ
て
い
る
時
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
、と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　
ま
た
、来
年
の
全
国
植
樹
祭
に
向
け
て「
木
っ
と

つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
企
画
も
進
ん

で
い
ま
す
。こ
れ
は
、森
林
を
守
る
た
め
の
意
気
込

み
や
森
林
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、大
分
県
産
の

杉
で
出
来
た
木
製
の
葉
の
プ
レ
ー
ト
に
書
き
込

み
、大
き
な
木
の
よ
う
に
飾
ろ
う
と
い
う
も
の
で

す
。大
分
県
民
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、私
も
特
別
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
い「
森
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

き
ま
す
！
」と
約
束
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
こ
の
他
に
も
、プ
ロ
の
大
工
さ
ん
が

参
加
さ
れ
た“
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
大
工
技
能
者
等

の
担
い
手
育
成
講
習
”や
、神
奈
川
県
の
緑
化
運

動
・
育
樹
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
に
参
加
し

ま
し
た
。ま
た
山
形
県
で
は
、吉
村
県
知
事
自
ら
が

推
奨
さ
れ
て
い
る“
や
ま
が
た
森
林
ノ
ミ
ク
ス
”の

県
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
司
会
と
し
て
参
加
す
る
な

ど
、各
県
の
森
林
づ
く
り
運
動
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
一
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
終
了
ま
で
残
り
わ
ず
か
で
す
が
、最
後
ま

で
、そ
し
て
任
期
以
降
も
日
本
の
森
林
の
豊
か
さ
、

大
切
さ
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
！

会
場
に
は
木
の
香
り
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
ス
プ
レ
ー
を
製
作
す
る
ブ
ー
ス
、薪
割
り
を
体

験
で
き
る
ブ
ー
ス
な
ど
が
設
置
さ
れ
、参
加
さ
れ

た
方
々
が
よ
り
木
に
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
沢
山
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
植
樹
で
は
、東
日
本

大
震
災
を
受
け
て
作
ら
れ
た
大
き
な
防
波
堤
の
近

く
に
、海
岸
防
災
林
と
し
て
８
万
本
を
植
樹
し
ま

し
た
。浪
江
町
請
戸
地
内
は
10
年
前
、津
波
の
影
響

を
最
も
受
け
た
地
域
の
一
つ
で
す
。植
樹
場
所
の

近
く
に
は
、被
災
し
た
請
戸
小
学
校
が
遺
構
と
し

て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
岸
防
災
林
に
は
津
波
か
ら
街
を
、土
地
を
、

人
々
を
守
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。防
波
堤
を
乗
り▲2017ミス日本みどりの女神 野中葵さんと第4回ふくしま植樹祭にて

▲大分県で来年開催される第45回全国植樹祭のプレイベント

　

11
月
上
旬
、私
は
２
０
１
７
ミ
ス
日
本
み
ど
り

の
女
神
の
野
中
葵
さ
ん
と
福
島
県
の
浪
江
町
を
訪

れ
ま
し
た
。第
４
回
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
〜
Ａ
Ｂ
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
〜
に
参
加
す
る
た
め
で
す
。「
未
来
へ
つ
な

ぐ
森
林
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
今
回

の
植
樹
祭
に
は
、約
千
名
の
方
が
浪
江
町
請
戸
地

内
に
集
ま
り
ま
し
た
。

植
樹
祭
に
参
加
し
て

森
林
の
重
要
性
を
再
認
識

　

式
典
で
は
、福
島
県
の
内
掘
知
事
や
当
イ
ベ
ン

ト
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
歌
舞
伎
役
者
の
市
川
海
老

蔵
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
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髙
た か そ う

惣木工ビル（宮城県仙台市）
全国どこでも製造が可能な一般的な製材品を活
用して新たに開発した「束ね柱」の耐火部材な
どを使用した我が国初の 7 階建て純木造ビル

桐朋学園宗
む ね つ ぐ

次ホール
（東京都調布市）

意匠・構造・音響面から CLT を採
用した世界初の音楽ホール
ホール全体が木の楽器のように最
高の音環境を実現

内閣総理
大臣賞

あわくら会館（岡山県英田郡西粟倉村）
村内の川上から川下までの事業者が協働し、使用木材の村産材
率97% を実現した木造庁舎及び多目的交流施設

百森ひろば

農林水産
大臣賞

国土交通
大臣賞

内外 2 枚のガラスによるダブルスキンウォールの採用に
より、内部の柱や CLT の木の部分を現しとすることで、
都市の中に「木に囲まれた空間」を創出

環境
大臣賞

主要構造部に千葉県産の LVL を用い、姉妹都市であ
る長野県信濃町産材も含めた約 2,200㎥の木材を利
用した木の温もりあふれる木造 3 階建て校舎

写真：㈱川澄・小林研二写真事務所

林野庁
長官賞

林野庁
長官賞

林野庁
長官賞

南会津地方
広域市町村圏組合
新消防庁舎

（福島県南会津郡南会津町）

タクマビル新館
（研修センター）
（兵庫県尼崎市）

　　流山市立
おおぐろの森
小学校

（千葉県流山市）

木曽町役場本庁舎
（長野県木曽郡木曽町）
「木曽産材を使う」、「木曽で製材
する」、「木曽の職人が建てる」を
基本に針葉樹・広葉樹それぞれの
特性を存分に活かした新庁舎

　
木
材
利
用
の
推
進
等
に
資
す
る
優
良
な
施
設
を
表
彰
す
る

も
の
と
し
て
、
平
成
５
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度
で
第
29

回
目
と
な
る
木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催:

木
材

利
用
推
進
中
央
協
議
会
）。
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
、
農
林
水
産
大
臣
賞
、
国
土
交
通
大
臣
賞
、
環
境
大

臣
賞
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
木
材
利
用
推
進
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
方
々
を
、
政
府
を
挙
げ
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
施
設
の
応
募
が
あ
り
、

10
月
29
日
に
木
材
会
館
（
東
京
都
江
東
区
新
木
場
）
に
お
い

て
各
賞
の
表
彰
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

令和３年度

木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
の

受
賞
施
設
決
定
！

あわくらホール（議場）

消防庁舎という特殊な用途の建築物に、南会津地
域材をふんだんに使用し木質感あふれる空間を実
現、職員の心身面への効果も期待される


